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海
外
日
誌
（
＋
九
）

山
　
本
　
一
　
清

三
月
十
九
日
（
水
）

　
今
朝
，
天
丈
蘂
に
ほ
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
天
文
肇
か
ら
ハ
プ
ル
氏
が
訪
れ
て
來
て
る

れ
シ
ヤ
プ
レ
イ
塵
長
病
大
に
接
待
し
て
み
る
。
聞
け
ば
ハ
プ
ル
氏
に
新
婚
旅
行
で

欧
羅
巴
へ
行
く
途
中
だ
亡
か
O

　
午
後
、
ボ
ス
ト
ン
の
ト
リ
モ
ン
ト
會
堂
で
コ
ハ
日
の
後
」
電
い
ふ
十
二
活
動
書
々

見
る
。

　
今
夜
も
ま
カ
エ
デ
イ
氏
の
演
観
為
プ
ル
グ
ス
館
で
き
い
乗
が
、
戦
畢
原
因
の
解

決
し
に
大
し
て
新
し
く
も
な
か
つ
六
。

三
月
二
十
日
（
木
4

．
今
日
匡
當
ハ
ー
ゾ
ー
ド
大
學
の
前
組
長
エ
リ
ナ
ト
氏
の
第
九
十
回
誕
生
祝
賀
で

管
内
ぼ
例
に
「
な
い
御
祭
り
騒
ぎ
だ
し
て
み
ろ
。
随
分
等
も
、
群
集
ピ
共
に
午
後
三

時
か
ら
メ
モ
リ
ア
ル
堂
の
入
口
の
景
斜
な
見
て
ゐ
糞
が
、
三
時
牛
、
幸
ひ
に
し
堂

内
サ
ン
ダ
ー
ス
劇
場
に
入
場
す
る
こ
ビ
が
出
來
、
前
大
統
領
タ
フ
ト
等
の
列
席
す

る
盛
大
な
此
の
式
の
有
様
た
見
巡
〇

　
夜
も
亦
そ
の
績
き
。
自
分
等
に
ミ
ス
・
カ
ノ
ン
の
招
待
に
よ
リ
、
サ
ン
ダ
ー
ス
劇

場
で
開
か
れ
ろ
紀
念
大
音
樂
會
々
き
・
に
行
つ
索
〇

三
月
二
十
剛
日
（
金
）

　
今
日
に
、
正
午
過
ぎ
、
ボ
ス
ト
ン
市
W
N
A
C
局
か
ら
の
電
報
で
キ
ン
グ
ス
教

會
の
禮
拝
濡
雪
毫
い
六
申
に
、
説
教
ば
天
丈
量
こ
し
て
有
名
な
J
H
メ
ト
カ
ー
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ

牧
師
の
「
天
然
ビ
獣
．
示
」
で
あ
っ
糞
。
此
の
奇
し
ぎ
な
経
瞼
た
、
直
ぐ
に
、
メ
ト
カ

ー
フ
氏
に
手
紙
々
害
い
て
知
ら
ぜ
六
〇

　
午
後
、
天
文
壷
で
、
シ
ヤ
プ
レ
二
三
の
紹
介
に
よ
り
、
ス
エ
ー
デ
ン
の
ウ
プ
サ

ラ
大
品
敦
授
シ
ヤ
r
リ
ェ
ー
氏
の
來
訪
せ
ら
れ
六
の
に
會
つ
六
。

「
二
年
程
前
、
日
本
で
私
共
匡
貴
下
の
御
出
に
な
る
の
を
待
っ
て
る
ま
し
六
」

ぐ
」
曽
目
へ
ば
、

「
有
難
ふ
。
日
本
へ
に
近
い
内
に
曲
参
り
ま
す
」

ぐ
」
言
っ
て
ゐ
ら
れ
六
。
一
1
老
人
で
ば
あ
り
、
よ
ほ
こ
旋
行
で
疲
れ
て
ゐ
ら
れ
る

三
月
二
十
二
日
（
土
）

　
春
の
休
暇
を
利
用
し
て
、
マ
ウ
ン
ト
。
ホ
リ
ヨ
τ
グ
女
子
大
學
の
ミ
ス
・
ヤ
ン
グ

が
當
天
文
盗
で
來
ら
れ
表
。
春
の
攣
光
星
學
會
の
集
會
な
ご
に
つ
い
て
、
カ
ン
ベ

シ
君
ε
相
談
な
ご
し
て
る
ら
れ
る
Q

　
夕
方
、
宅
ヘ
ミ
ス
・
ヤ
ン
グ
ピ
ミ
ス
・
カ
ノ
ン
ε
両
女
史
な
招
き
、
英
子
の
作
つ

れ
西
洋
料
理
な
饗
磨
し
六
。
大
真
び
。

三
月
二
十
三
日
（
日
）

　
朝
、
ア
プ
ツ
ト
ン
會
堂
で
縄
拝
Q
其
の
後
二
三
氏
芝
散
歩
。

　
今
日
匡
南
ボ
ス
ト
ン
の
濱
で
世
界
第
一
の
六
賊
噸
船
ソ
ゾ
イ
ァ
サ
ン
の
内
部
が

一
般
に
公
開
ぜ
ら
れ
る
亡
い
ふ
の
で
、
自
分
等
も
、
藤
原
氏
マ
ニ
ニ
人
連
れ
で
見
に

行
く
Q
途
中
、
ハ
ー
ゾ
ー
ド
廣
場
か
ら
最
早
麗
に
大
混
雑
。
い
よ
一
旦
に
着
い

て
見
れ
ば
、
全
く
名
状
の
出
頭
な
い
人
閏
で
あ
ろ
。
押
し
合
っ
て
柵
へ
入
ろ
時
な

ご
、
殺
さ
れ
る
か
定
思
ふ
ぼ
こ
の
込
み
方
で
あ
っ
象
〇
四
上
野
、
漸
く
目
的
の
互

船
内
に
案
内
さ
れ
、
B
デ
キ
か
ら
G
デ
キ
ま
で
何
所
々
見
て
も
宮
殿
の
や
う
な

立
派
さ
に
驚
く
。
こ
ん
な
船
で
欧
羅
巴
に
渡
り
購
い
亡
も
思
ば
な
い
が
、

「
電
に
・
か
く
、
レ
プ
イ
ァ
サ
ン
に
乖
小
つ
（
て
見
）
温
ん
だ
一
」

ピ
、
濁
り
、
う
な
つ
く
O
ー
ー
全
く
、
そ
れ
に
ば
蓮
ひ
な
い
。
（
死
ぬ
思
ひ
か
し
て

呵
々
。
）

三
月
二
十
四
8
ハ
月
）

　
午
前
中
、
天
交
盛
Q

　
正
午
、
W
N
A
C
の
電
波
で
キ
ン
グ
ス
敏
會
の
篤
学
例
の
通
り
，
今
日
の
観
教

匡
、
シ
カ
ゴ
大
學
の
ソ
ー
レ
ス
雷
雲
の
「
課
示
書
家
亡
し
て
の
豫
言
者
ア
モ
ス
」
o

興
味
あ
る
説
敦
で
あ
っ
カ
。

　
午
後
、
ボ
ス
ト
ン
行
き
。
マ
ゼ
ス
テ
〃
劇
場
で
近
頃
評
判
の
「
ア
メ
リ
カ
」
為
見

る
。
米
國
凋
立
戦
争
の
歴
史
書
で
あ
る
が
、
自
分
等
だ
し
て
に
、
先
日
、
ソ
キ
シ

一
三



40ア

ン
ト
ン
、
コ
ン
コ
ー
ド
邊
り
を
見
て
お
い
索
の
で
、
此
の
書
に
殊
に
面
白
か
つ
五

中
に
も
、
レ
キ
シ
ン
ト
ン
の
村
の
廣
場
で
、
英
國
の
正
規
兵
補
訂
國
の
土
民
亡
が

火
蓋
奄
切
る
ミ
こ
ろ
匡
最
も
印
象
的
で
あ
っ
索
。

ミ
月
二
十
五
日
（
火
）

　
午
前
中
、
天
文
肇
Q

　
午
後
、
二
人
で
室
住
氏
の
病
氣
見
舞
ゆ

　
夜
．
プ
ル
ク
ス
館
で
ニ
ウ
ヨ
ー
〃
の
牧
師
ス
ト
ラ
ト
ン
氏
の
「
進
化
論
ビ
紳
」
ぜ

題
す
ろ
演
説
た
音
い
象
。
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ト
ス
の
大
立
者
で
あ
ろ
か
ら
、
随

分
ひ
．
ε
い
論
署
し
象
が
、
亭
生
お
ミ
な
し
い
ハ
ー
プ
ー
ド
の
若
者
索
ち
も
呵
れ
に

に
歌
っ
て
ゐ
ら
れ
な
い
ぜ
見
え
、
い
ざ
質
問
の
時
間
こ
な
っ
て
か
ら
に
、
や
ろ
ン

や
る
ワ
。
見
て
み
て
氣
の
毒
な
程
、
牧
師
に
や
り
込
め
ら
れ
れ
。
滲
々
で
あ
っ
嚢

三
月
二
十
六
日
（
水
）
．
．

　
漸
く
小
マ
ゼ
ラ
ン
雲
の
第
三
一
十
五
野
附
近
の
攣
光
星
二
十
八
個
の
測
定
な
終
つ

れ
り
こ
れ
か
ら
攣
光
週
期
の
研
究
に
か
㌧
る
。

　
午
後
四
時
牛
か
ら
、
シ
ヤ
プ
レ
イ
氏
宅
で
テ
イ
の
會
。
二
丈
豪
の
内
輪
の
者
ば

か
り
水
入
ら
す
の
世
間
話
に
興
じ
ナ
℃
英
子
も
塗
列
Q

　
此
の
匹
、
始
め
て
理
學
史
家
ミ
し
て
有
名
な
ジ
ヨ
ジ
・
サ
ー
ト
ン
氏
の
來
訪
な
受

け
お
〇

三
月
＝
十
七
日
（
木
）

　
約
束
に
よ
り
、
朝
十
一
時
か
ら
、
ヲ
イ
ド
ナ
ー
圖
書
館
の
＝
至
に
サ
ー
ト
ン
氏

か
訪
ひ
、
一
時
間
ば
か
り
窃
サ
イ
エ
ン
ス
の
歴
史
に
つ
い
て
話
し
カ
。
サ
イ
エ
ン

ス
の
護
達
の
史
的
襯
察
に
つ
い
て
、
自
分
建
ば
少
し
く
意
見
が
合
に
な
い
。
サ
・
4

エ
ン
ス
の
國
に
居
て
は
却
っ
て
サ
イ
エ
ン
ス
の
大
引
が
出
來
な
い
の
だ
ら
う
定
思

っ
て
見
ろ
。
東
洋
人
の
使
命
ば
此
の
方
面
に
も
あ
ろ
ん
だ
。

　
正
午
、
厚
紙
で
ン
デ
ナ
の
高
聲
ラ
ソ
バ
管
を
作
つ
糞
。
成
績
良
好
。
今
日
か
ら

午
餐
定
夕
餐
定
ば
W
N
A
C
局
か
ら
の
ナ
ー
ケ
ス
ト
ラ
か
聞
き
な
か
ら
食
べ
る
こ

定
に
で
る
。
結
樽
な
話
だ
〇

三
月
二
十
八
日
（
金
）

　
別
に
攣
つ
六
こ
定
な
し
Q

三
月
＝
十
九
日
（
土
）

三
二

　
朝
十
時
、
大
雪
の
ワ
ヅ
ウ
ナ
ス
館
に
シ
カ
ゴ
大
群
の
ソ
ー
ー
レ
ス
教
授
た
訪
問
）

基
督
敏
の
榊
秘
的
方
面
に
黒
し
で
、
考
へ
る
ぐ
」
こ
ろ
た
述
べ
、
大
に
働
ま
さ
れ
六
〇

ミ
同
時
に
、
豫
想
の
如
．
く
、
現
代
の
来
國
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
㍗
派
が
民
心
な
失
ひ
つ

㌧
あ
る
事
情
存
確
め
六
〇

　
午
前
、
室
佳
氏
、
午
後
、
加
藤
氏
來
訪
〇

三
月
三
十
日
（
日
）

　
朝
ア
プ
ル
ト
ン
聖
堂
で
禮
拝
。
午
後
在
宅
。

　
夕
方
、
招
か
れ
て
ミ
ス
。
ホ
ー
ト
ン
方
へ
行
き
、
晩
餐
の
準
々
受
け
、
九
時
頃
ま

で
櫨
火
の
側
で
談
笑
。
カ
ー
シ
ョ
ー
夫
妻
及
び
、
ミ
ス
井
上
も
ゐ
ら
れ
索
〇

三
月
三
十
隔
日
ρ
月
）

　
午
後
五
此
町
の
物
理
學
談
話
…
二
一
に
し
μ
、
ケ
ン
プ
シ
氏
が
最
近
の
磁
氣
學
説
な
紹
介

ぜ
ら
れ
糞
。

　
夜
、
レ
デ
オ
の
ア
ン
テ
ナ
に
つ
い
て
種
々
試
験
Q
遂
に
、
ア
ン
テ
ナ
も
地
下
線

も
無
く
て
・
コ
イ
ル
だ
け
で
相
當
に
電
波
准
受
け
ろ
こ
建
た
知
っ
糞
。

四
月
顧
日
（
火
）

　
英
子
ば
疲
れ
て
就
床
Q
食
事
に
自
分
が
朝
か
ら
準
備
し
れ
Q

　
夕
方
に
ば
室
佳
　
後
藤
田
爾
氏
な
招
い
て
晩
餐
を
共
に
し
、
後
、
十
畔
頃
ま
で

話
し
。
外
ほ
大
風
雪
。

四
月
二
日
目
水
）

　
天
丈
豪
で
に
例
の
通
り
小
て
セ
ラ
ン
雲
愛
光
星
の
週
期
研
究
。

　
夜
、
感
波
結
晶
た
用
み
て
レ
デ
ナ
受
信
装
置
に
成
功
し
六
〇

　
外
に
又
々
冬
景
色
に
返
っ
て
了
つ
療
〇

四
月
三
日
（
木
）

　
今
日
か
ら
ス
ー
パ
ー
ダ
イ
ン
式
の
無
電
受
信
装
置
な
組
み
立
て
始
め
る
g

四
月
四
日
（
金
）

　
カ
ン
ザ
ス
の
エ
シ
ヴ
．
4
氏
か
ら
，
目
下
回
上
中
の
カ
タ
サ
ナ
島
日
食
隊
の
幻
燈

謁
が
一
箱
遙
っ
て
來
表
Q
先
づ
宅
に
持
ち
蹄
っ
イ
、
開
け
て
一
通
り
目
な
通
す
。
皆

ゾ
サ
i
大
學
の
會
の
時
に
見
六
活
動
欝
か
ら
作
製
し
索
も
の
ら
し
い
。
よ
く
閏
來

て
に
る
る
が
、
書
題
の
撰
び
方
々
、
も
少
し
何
ピ
か
し
て
も
好
さ
そ
う
に
思
ふ
Q



　
「姻

l
I
ε
に
か
く
、
一
三
後
、
ミ
ス
。
カ
ノ
ン
に
渡
す
〇

四
月
五
日
（
土
）

　
暖
か
く
て
外
套
無
し
に
街
路
な
あ
る
く
。
英
子
も
疲
勢
殆
ん
ご
全
快
Q
午
後
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

ら
起
き
上
っ
て
、
晩
餐
に
ば
水
野
室
住
爾
氏
に
お
に
ぎ
な
ご
作
つ
司
り
し
六
。

回
月
六
日
（
日
）

　
朝
十
時
頃
、
散
歩
し
て
、
ハ
ー
プ
ー
ド
大
學
の
ヤ
ー
ド
へ
行
っ
て
見
ろ
ぜ
、
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ

サ
チ
ユ
セ
ツ
館
の
三
階
に
火
事
騒
ぎ
が
あ
っ
歪
亡
見
へ
、
多
数
の
人
々
が
ざ
わ
つ

い
て
み
ろ
」
蒸
氣
ポ
ン
プ
も
七
入
豪
集
っ
て
診
て
ゐ
象
Q

　
午
後
、
在
宅
し
て
、
レ
デ
ォ
用
の
コ
イ
ル
巻
き
な
ご
す
。

　
夜
八
時
か
ら
近
く
の
エ
プ
チ
ー
ス
・
メ
ソ
ゲ
ス
ト
監
督
敦
會
へ
招
か
れ
行
き
、
青

年
の
集
會
に
列
席
し
六
。
大
し
て
面
白
い
こ
ぜ
な
し
り
九
時
か
ら
肚
交
的
な
二
次

會
が
開
か
れ
■
糞
が
、
自
分
ば
僻
し
て
蹄
ろ
。

　
夜
、
室
の
電
燈
線
た
ソ
デ
ナ
用
の
ア
ン
テ
ナ
、
」
使
っ
て
見
て
、
案
外
役
に
立
つ

こ
亡
た
實
瞼
し
表
。

四
月
七
日
（
月
）

　
天
冠
蔓
で
ほ
、
や
に
リ
、
小
マ
セ
ラ
ン
雲
の
憂
光
星
の
つ
望
き
。

　
午
後
、
ス
ー
パ
ー
・
ナ
ー
ト
ダ
イ
ン
式
の
レ
デ
ナ
受
信
装
置
た
作
っ
て
成
功
し
乳

こ
う
し
雲
故
か
聲
量
が
少
し
搦
く
、
そ
れ
に
電
波
の
撰
鐸
も
起
り
好
く
な
い
。

四
月
八
日
（
火
）

　
ひ
る
か
ら
、
レ
フ
レ
キ
ス
式
の
無
電
受
信
た
思
ひ
立
ち
、
手
製
の
感
能
コ
イ
ル

で
組
合
て
、
見
六
が
、
之
れ
に
不
成
功
に
終
つ
象
。
コ
イ
ル
の
蓄
電
機
能
が
き
い

て
み
ろ
ら
し
い
り
や
ば
り
之
れ
に
買
ほ
ね
ば
な
う
ま
い
か
。

　
夜
、
天
一
叉
肇
の
ミ
ス
・
ウ
ヅ
に
案
内
さ
れ
・
て
、
ケ
ン
プ
可
ヂ
女
子
青
年
薄
鼠
朗
の
公

開
に
行
き
、
室
々
の
模
檬
や
，
若
い
婦
人
六
ち
の
製
作
品
の
展
賢
な
ご
な
見
た
。

案
外
逞
く
な
っ
て
、
十
一
時
に
昂
宅
Q

四
月
九
日
（
水
）

　
朝
か
ら
天
理
壷
。

　
夜
、
バ
ー
ト
ラ
ン
ド
。
ラ
セ
ル
の
講
演
な
プ
ラ
〃
夫
妻
が
三
春
に
行
か
れ
ろ
の
で

英
子
ば
留
守
番
に
雇
に
れ
て
行
く
。

四
月
＋
日
（
木
）

　
夜
入
時
か
ら
、
プ
ラ
ク
氏
の
好
意
に
よ
り
，
入
場
券
な
貰
っ
て
、
大
臣
の
サ
ン

ダ
ー
ス
劇
平
文
勿
へ
例
月
の
瀞
ス
ト
・
ン
・
ナ
ー
ケ
ス
ト
ラ
か
聞
壱
・
に
行
く
。

　
か
a
て
待
っ
て
る
力
仙
壷
の
本
多
教
授
が
慧
に
當
地
へ
匡
來
ら
れ
な
く
な
つ
れ

由
〇
四
月
十
口
日
（
金
）

　
午
前
中
ば
天
丈
墓
。
午
後
匡
瀞
ス
ト
ン
行
き
。
六
時
か
ら
柳
川
亭
で
日
本
人
學

生
の
例
月
の
晩
餐
會
に
出
席
。

　
目
下
ワ
シ
ン
ト
ン
府
の
議
院
で
や
か
ま
し
い
移
民
法
案
、
特
に
日
本
人
移
民
紹

野
禁
止
案
に
封
し
、
埴
原
大
使
が
國
務
卿
ヒ
ユ
ズ
氏
へ
抗
議
的
の
手
紙
な
逞
つ
れ

こ
ピ
が
新
聞
に
獲
表
さ
れ
索
〇

四
月
十
二
日
（
土
）

　
午
前
中
に
天
丈
憂
。

　
午
後
、
エ
ゴ
レ
ソ
ト
の
メ
ソ
ゲ
ス
ト
監
督
教
會
で
、
外
國
園
生
親
睦
團
圭
催
の

下
に
開
か
れ
ろ
東
洋
學
生
聯
合
懇
談
會
へ
出
席
す
る
穴
め
、
正
午
か
ら
、
瀞
ス
ト

ン
Y
M
C
A
の
自
動
車
に
乗
ゼ
ら
れ
て
行
く
、
會
ほ
午
餐
會
に
始
ま
り
、
次
で
ロ

ク
ウ
ド
氏
座
長
、
フ
ト
ソ
ン
氏
庶
務
、
北
澤
氏
書
記
ミ
な
り
、
弟
エ
デ
ィ
氏
の
演

物
あ
り
。
其
の
後
、
【
基
督
教
ミ
國
際
問
題
」
亡
題
し
て
討
論
に
移
る
。
圭
亡
し
て

論
じ
六
者
匡
日
本
人
ミ
支
那
人
ピ
朝
鮮
人
虐
で
あ
っ
雲
が
、
守
、
か
く
政
治
問
題
に

入
っ
て
行
く
傾
向
が
好
く
な
か
つ
六
。
夕
食
の
席
上
で
，
各
自
、
白
己
紹
介
。
そ

れ
か
ら
、
出
席
者
数
國
よ
り
、
印
度
人
、
ヒ
可
ビ
ン
人
，
朝
鮮
人
、
来
國
人
、
日

本
人
、
支
那
人
の
順
で
、
一
つ
一
絵
興
な
．
こ
す
。

　
夜
ば
エ
ゴ
レ
ト
及
び
マ
ル
デ
ン
市
内
に
分
宿
。
（
自
分
ば
マ
ル
デ
ン
の
一
ホ
テ
ル

に
割
註
て
ら
れ
六
。

四
月
十
三
日
（
日
）

　
朝
九
時
半
か
ら
昨
日
の
教
曾
堂
で
懇
談
會
々
つ
穿
け
、
先
づ
基
督
教
の
信
仰
経

瞼
に
つ
い
て
各
自
話
す
。
＋
蒔
か
ら
に
同
敦
會
の
一
般
多
衆
韮
ハ
に
聖
餐
式
々

守
る
。
そ
れ
か
ら
暫
く
散
歩
。

午
後
三
時
か
ら
、
又
、
懇
談
會
な
つ
ジ
け
、
五
時
閉
會
。

三
三
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全
髄
ご
し
て
詐
す
れ
ば
、
此
度
の
東
洋
學
生
懇
談
會
ほ
面
立
い
催
し
で
あ
っ
六

日
本
人
側
も
よ
く
論
じ
糞
。
支
那
人
が
一
般
に
米
落
人
の
態
度
た
手
酷
し
く
攻
撃

し
れ
の
ほ
少
々
意
外
で
あ
っ
六
〇
朝
鮮
人
の
論
法
ぽ
例
に
よ
っ
て
例
の
如
し
。
纏

じ
て
東
洋
人
が
米
國
か
ら
傳
ほ
る
基
督
致
に
滞
足
し
て
み
な
い
こ
ご
ば
明
ら
か
に

喪
に
れ
て
る
穴
。
煮
味
深
い
ニ
ミ
だ
。

・
日
本
人
三
生
の
中
、
白
鼠
等
四
人
に
、
誌
上
招
か
れ
て
チ
ェ
ル
ジ
ー
の
第
｝
組

合
教
會
に
行
き
、
晩
餐
な
饗
さ
れ
六
八
、
隔
心
立
っ
て
＝
爵
づ
・
日
本
に
關
す
る

演
荒
々
し
痴
り

　
昨
日
、
日
本
人
絶
封
拒
絶
案
が
下
院
た
通
過
し
六
ぐ
」
て
、
社
曾
に
少
し
騒
い
で

み
る
。

匹
月
十
四
日
月
）

　
暖
か
い
の
を
通
り
越
し
て
、
む
し
ろ
唇
い
ほ
こ
の
氣
温
で
あ
っ
六
〇
白
分
ば
、

総
日
、
天
交
磨
で
墾
光
星
研
究
Q

四
月
十
五
日
（
火
）

　
正
午
、
第
二
の
レ
デ
ナ
措
音
器
々
作
る
。

　
夜
八
時
か
ら
天
文
ク
ラ
ブ
の
第
二
回
か
開
か
れ
、
ア
レ
ン
氏
の
反
射
鏡
の
話
、

次
で
ミ
ス
・
カ
ノ
ン
の
南
天
星
の
話
が
あ
っ
た
。
つ
い
で
に
、
昨
年
の
ヤ
ー
キ
ー
ス

天
交
炎
カ
タ
”
ナ
日
食
蓮
征
隊
の
幻
燈
露
が
紹
介
さ
れ
六
〇

四
月
十
六
日
（
水
）

　
午
後
、
室
住
氏
來
訪
〇

四
月
十
拳
日
（
木
）

　
午
後
六
時
、
二
人
に
ミ
ス
・
ウ
ヅ
に
招
か
れ
て
、
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
の
作
に
名
高

い
ヴ
イ
レ
ジ
。
プ
ラ
ク
ス
シ
ス
晶
昭
（
プ
ラ
ト
ウ
街
）
へ
”
行
斗
」
、
ミ
ス
亭
野
、
及
び
ミ

ス
イ
ン
マ
ン
ぜ
総
勢
丘
人
で
晩
餐
を
い
六
“
く
。
家
の
外
瑚
に
飢
合
直
す
、
き
μ

い
な
食
堂
で
あ
っ
六
Q
英
子
の
日
本
服
ほ
皆
な
喜
ば
高
望
。

　
今
日
、
試
験
中
、
レ
デ
ナ
の
眞
空
管
な
．
一
つ
ぜ
も
焼
ザ
て
し
ま
つ
カ
。

四
月
十
八
日
（
金
）

　
午
前
中
、
天
文
憂
で
研
究
Q
な
れ
て
來
る
に
つ
れ
、
塗
光
星
の
週
期
計
算
が
速

く
な
っ
て
託
る
り

三
四

　
午
後
、
ボ
ス
ト
ン
の
ス
テ
ユ
ワ
ー
ト
街
ヘ
レ
デ
ナ
の
達
筆
管
存
岡
員
ひ
に
「
行
つ
六

い
つ
の
間
に
か
、
管
の
偵
が
頗
ろ
や
す
く
な
っ
て
わ
る
。

　
夜
八
時
か
ら
、
宅
で
日
本
人
基
督
協
曾
の
ハ
ー
プ
ー
ド
地
方
會
た
開
き
、
九
人

出
席
。
各
自
の
信
仰
経
歴
愚
な
ご
話
ず
。

四
月
十
九
日
（
土
）

　
了
し
一
七
七
五
年
四
月
十
九
n
の
レ
キ
シ
ン
ト
ン
、
コ
ン
コ
ー
ド
の
戦
ひ
布
杷

念
マ
る
下
め
、
今
日
ば
例
年
の
通
り
マ
サ
チ
ユ
セ
ソ
州
の
体
H
で
あ
る
。
瀞
ス
ト

ン
や
近
郊
で
ほ
種
々
の
歴
史
的
な
催
し
が
あ
ろ
Q
午
前
十
畔
過
、
漏
壷
等
．
一
人
が

ケ
ン
プ
リ
ヂ
・
づ
ン
モ
ン
の
門
の
還
り
々
散
歩
し
て
見
る
ピ
、
恰
も
ヰ
リ
ア
ム
・
ド

B
ス
に
扮
し
れ
騎
馬
の
一
隊
が
、
プ
ル
ク
ラ
イ
ン
か
ら
レ
キ
シ
ン
ト
ン
に
向
ふ
途

中
、
常
地
に
着
く
ぞ
こ
噛
ろ
で
あ
っ
六
。
市
長
や
其
他
の
顔
役
が
囲
者
ピ
芝
居
が
・

つ
た
こ
ご
を
し
て
見
ぜ
、
濯
ー
イ
・
ス
カ
ウ
ト
が
此
の
式
な
警
衛
す
る
な
ご
の
場
面

ほ
面
白
か
つ
れ
。

か
う
し
て
．
ア
メ
リ
カ
で
も
、
や
に
り
、
民
の
歴
史
を
大
事
が
る
〇

四
月
二
十
日
（
日
）

　
朝
．
大
學
の
ア
プ
ル
ト
ン
會
堂
で
崇
拝
Q
有
名
な
ヒ
ウ
・
プ
ラ
〃
氏
の
翫
教
が
あ

っ
六
〇

　
午
後
ほ
在
宅
。
族
行
川
の
レ
デ
ナ
装
置
を
作
る
9

　
夕
方
、
後
藤
田
氏
の
招
待
に
よ
リ
、
室
住
、
加
麟
爾
政
ピ
共
に
瀞
ス
ト
ン
の
支

那
食
店
に
行
く
。
七
噂
師
宅
し
風
見
れ
ば
春
H
井
氏
が
日
本
音
樂
の
ζ
ー
ド
々

持
っ
て
來
訪
ゼ
ら
れ
索
の
で
、
夜
退
く
ま
で
久
し
ぶ
り
の
H
本
区
分
な
昧
ば
ふ
。

入
時
逼
か
ら
ほ
田
中
蜂
屋
上
井
重
厚
も
來
ら
れ
、
可
な
り
賑
や
か
で
あ
っ
六
〇

四
月
二
十
一
日
（
月
）

　
午
後
、
貸
間
さ
が
し
に
散
歩
。
ト
ロ
！
プ
リ
ゲ
、
ナ
グ
ス
フ
ナ
ー
ド
か
ら
リ
ニ

ア
ン
得
あ
六
り
ま
で
も
堅
い
六
が
、
湧
に
バ
ー
y
ー
ド
街
三
六
二
の
ハ
ー
ル
パ
ー

ド
夫
人
方
の
二
階
に
決
定
・
そ
れ
か
ら
、
一
寸
、
田
中
氏
方
准
訪
問
。

　
午
後
六
時
か
・
り
大
學
コ
ロ
ニ
ア
レ
。
グ
ラ
ブ
内
で
催
渦
さ
ろ
、
エ
ー
レ
ン
フ
エ
ス

ト
敦
授
（
ナ
ラ
ン
ダ
國
ラ
イ
デ
ン
大
墨
物
理
學
教
授
の
歓
迎
晩
餐
會
に
出
席
。
集

る
も
の
ほ
物
理
學
者
ば
か
り
で
三
十
人
程
で
あ
っ
六
が
、
頗
る
打
ち
解
け
六
も
の
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で
あ
っ
六
〇
晩
餐
の
席
上
、
エ
ー
レ
ン
フ
ェ
ス
ト
教
授
匡
「
ジ
ャ
イ
ロ
ス
コ
7
プ

の
理
を
数
學
無
し
に
教
へ
ろ
方
法
」
に
つ
い
て
話
さ
れ
糞
が
、
食
事
が
す
ん
で
、

別
室
に
移
っ
て
か
ら
、
理
論
物
理
學
の
色
ん
な
質
問
に
慮
じ
て
、
十
時
頃
ま
で
話

さ
れ
六
。
有
釜
な
、
又
、
興
味
あ
る
夕
で
あ
っ
六
。

四
丹
二
十
＝
日
（
火
）

　
今
日
ほ
ハ
ー
ゾ
ー
ド
街
へ
出
田
す
る
の
で
、
朝
か
ら
荷
物
潜
纒
め
大
り
な
ご
忙

し
か
つ
六
。
天
丈
豪
へ
ば
十
一
蒔
頃
一
寸
顔
な
出
し
た
き
り
。
正
午
過
、
室
佳
加

藤
雨
氏
が
手
傳
ひ
に
來
て
下
さ
つ
象
。
そ
の
中
、
午
後
二
時
牛
に
な
っ
て
、
今
ニ

ウ
ヨ
ー
ク
市
の
フ
ル
ド
ル
フ
。
ア
ス
ト
リ
ァ
で
大
統
領
ク
ー
リ
ヂ
氏
が
聯
合
通
信

肚
の
招
待
會
席
上
で
す
る
演
読
が
W
E
A
F
局
か
ら
電
波
に
よ
っ
て
枚
逡
さ
れ
る

こ
ビ
に
ヵ
覇
っ
て
ゐ
六
」
め
、
自
分
雄
守
も
、
軌
移
韓
の
荷
こ
し
ハ
リ
へ
旭
暫
く
中
止
、
山
父

ろ
受
話
器
准
茸
に
あ
て
之
れ
か
聞
く
Q
ク
ー
リ
ヂ
氏
の
聲
に
、
篇
眞
で
見
六
顔
付

に
似
合
に
す
、
ご
つ
し
り
嘘
重
み
の
あ
る
、
幾
分
錆
び
田
隈
で
、
立
派
な
も
の
だ

演
説
に
、
皆
…
の
豫
期
に
反
し
、
日
本
人
排
斥
問
頚
に
に
鰯
抄
な
か
つ
カ
。

　
午
後
三
時
過
、
荷
物
か
車
に
つ
ま
ぜ
て
、
移
轄
。
四
時
無
事
に
終
ろ
。

　
四
時
か
ら
ほ
室
佳
氏
亡
、
ジ
エ
フ
ァ
ソ
ン
物
理
教
室
ヘ
エ
ー
ソ
ン
フ
エ
ス
ト
敏

授
の
講
演
な
吾
、
、
に
行
・
、
。
題
に
量
子
論
で
あ
っ
カ
が
、
プ
ロ
バ
ビ
リ
テ
ィ
の
事

た
長
く
説
か
れ
れ
。
暗
示
に
富
ん
だ
鮎
が
多
か
つ
療
〇

四
月
二
十
三
日
（
水
）

　
新
し
い
宅
に
天
文
盗
へ
少
し
遠
い
の
で
、
今
日
か
ら
に
往
復
定
も
，
ハ
ー
プ
1

ド
廣
揚
か
ら
電
車
に
乗
る
こ
定
・
す
る
。

　
今
日
午
後
二
時
頃
、
加
藤
春
日
井
爾
氏
が
天
文
豪
へ
來
訪
ぜ
ら
れ
公
の
で
、
望

蓮
鏡
や
霧
雲
な
ご
な
一
通
り
見
ぜ
六
〇

四
月
二
十
四
日
（
木
）

　
サ
ン
ド
ウ
イ
チ
を
包
ん
だ
ラ
ン
チ
尋
持
っ
て
、
朝
十
一
時
か
ら
天
丈
豪
へ
。
六

時
蹄
宅
。
之
れ
な
今
後
の
日
常
生
活
亡
す
る
Q

　
午
後
、
室
佳
、
上
井
爾
…
氏
來
訪
〇

四
月
二
十
五
日
（
金
）

　
長
く
待
つ
れ
丈
部
省
か
ら
の
學
資
金
が
到
着
し
六
。
日
本
の
爲
替
相
撃
が
安
い

急
な
の
で
　
逡
ら
れ
六
金
額
に
萱
圓
が
四
十
二
仙
に
し
か
當
っ
て
み
な
い
。
前
期

に
比
べ
て
二
割
減
だ
0
1
一
渡
石
心
・
費
ほ
未
着
。

　
午
後
、
二
人
、
瀞
ス
ト
ン
行
き
Q
二
三
買
物
な
．
ε
し
表
の
ち
、
ト
リ
モ
ン
ト
曾

堂
で
、
ア
レ
ン
ビ
i
將
軍
の
聖
地
遠
征
の
活
動
書
為
見
ろ
。
立
派
な
も
の
だ
。
か

う
し
穴
、
世
界
大
戦
に
關
し
力
實
霧
書
ば
何
蒔
で
も
印
象
的
で
あ
ろ
。

　
。
フ
ロ
井
デ
ン
ス
の
ゆ
訴
教
々
訳
月
大
命
同
へ
の
山
…
［
席
な
齪
酬
念
で
。

瑚
月
二
十
正
日
（
土
）

　
例
に
よ
り
天
丈
山
高
へ
Q

　
午
後
，
蜂
屋
女
史
來
訪
〇

四
月
＝
十
七
日
（
日
）

　
ア
ダ
ム
ス
夫
人
に
招
か
れ
て
、
今
日
は
セ
ー
レ
ム
行
き
。
ε
こ
ろ
が
今
日
か
ら

常
地
附
近
ぽ
一
帯
に
夏
期
時
間
が
用
ゐ
ら
れ
る
の
で
、
急
に
不
都
合
な
こ
ミ
が
多

い
。
朝
九
時
過
ぎ
、
北
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
行
っ
て
見
れ
ば
地
方
列
車
の
時
間
割
が

鍵
更
ぜ
ら
れ
て
、
二
時
間
ば
か
り
汽
車
便
が
無
い
。
仕
方
な
く
停
車
場
附
近
た
散

歩
。　
汽
車
に
十
一
時
四
十
五
分
獲
、
セ
ー
レ
ム
へ
に
十
二
時
牛
に
着
り
そ
れ
か
ら
電

車
で
ナ
ー
シ
ヤ
ン
街
の
ア
ダ
ム
ス
観
法
へ
行
き
、
同
夫
妻
及
び
ロ
ー
ズ
モ
ン
ド
嬢

に
迎
え
ら
れ
、
直
ち
に
午
餐
Q
そ
れ
か
ち
日
本
に
遷
す
ろ
色
ん
な
話
な
ご
す
。
一

1
午
後
三
時
頃
、
皆
で
濱
邊
な
散
歩
。

　
午
後
七
時
牛
、
ア
ダ
ム
ス
氏
宅
た
欝
し
，
サ
ン
市
ま
で
電
車
、
そ
れ
か
ら
輕
便

汽
車
ご
渡
船
ぜ
で
瀞
ス
ト
ン
に
到
着
り
宅
へ
に
九
時
頃
に
廻
り
着
い
六
。

四
月
二
十
八
日
（
月
）

　
夕
方
、
弘
刺
の
如
く
、
ミ
ス
・
ヴ
エ
ー
レ
が
融
日
戸
の
見
波
江
女
史
た
案
内
さ
れ
て
來

訪
Q
暫
H
く
談
話
〇
六
時
頃
、
プ
ラ
〃
氏
宅
ま
で
見
逡
る
。

　
夜
、
上
井
氏
來
訪
。

　
急
に
寒
い
Q

四
月
二
十
九
日
（
火
）

　
小
マ
セ
ラ
ン
星
雲
の
第
三
十
五
野
の
饗
光
星
の
週
期
決
定
な
終
る
。
次
に
第
二

十
四
野
に
移
ろ
。

三
五


